
平成１４年 8 月 2 日 ( 金 )

会場 日立北高等学校体育館

【男子の部】 第 １ 日目 E コート 第 １ 試合
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番 得 ターン ブロック 出場時間

号 点 成功 試行 成功 試行 成功 試行 ＯＦ ＤＦ オーバー ショット 単位：分

◎ 4 33 5 6 8 15 2 2 1 1 4 5 1 1 0 34
◎ 5 20 0 0 6 15 8 8 4 0 3 2 1 0 0 32
○ 6 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5
◎ 7 0 0 6 0 4 0 0 0 0 2 2 1 4 0 35
○ 8 4 0 1 2 4 0 0 1 0 3 2 0 0 0 15
◎ 9 2 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 8
○ 10 8 0 0 4 4 0 0 4 2 5 1 2 3 0 23
○ 11 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 3
○ 12 4 0 3 2 3 0 0 0 3 0 2 1 1 0 4
○ 13 2 0 3 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 13
○ 14 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
◎ 15 3 0 0 1 7 1 2 1 4 1 0 1 0 3 26
コーチ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

76 5 23 25 54 11 12 13 11 20 17 8 10 3 200
確率 　 計 31 　 　 　 　 戦　評

番 得 ターン ブロック 出場時間

号 点 成功 試行 成功 試行 成功 試行 ＯＦ ＤＦ オーバー ショット 単位：分

◎ 4 7 1 1 2 3 0 0 1 2 5 2 3 6 0 33
◎ 5 18 0 0 9 20 0 0 0 2 3 2 1 1 0 26
◎ 6 14 2 13 4 6 0 0 3 3 1 0 1 1 0 19
◎ 7 2 0 0 1 1 0 0 4 2 4 1 0 2 0 11
◎ 8 34 6 10 8 13 0 0 1 0 0 5 3 6 2 36
○ 9 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0 1 0 4
○ 10 2 0 0 0 0 2 2 1 0 2 0 0 0 0 7
○ 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
○ 12 7 2 2 0 0 1 2 1 1 0 0 0 0 0 5
○ 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 5
○ 14 9 0 0 4 14 1 2 1 7 5 2 0 0 0 29
○ 15 6 0 0 3 5 0 1 3 5 5 2 0 0 2 23
コーチ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

99 11 26 31 63 4 7 15 22 28 17 8 17 4 200
確率 　 計 50 　 　 　 　
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　スピードを持ち味とする両チームの対戦は、序盤からハイペースの展開となった。最初にリズム
をつかんだのは高崎商。＃８塩山が攻守に大活躍。５分すぎには連続３Ｐシュートを決める。東住
吉工は６分すぎにディフェンスをボックスワンに。すると流れは東住吉工に変わり、＃４竹田の３Ｐ
シュートなどで追い上げ、２８対２４高崎商リードで第１Ｐ終了。
　第２Ｐ、マンツーマンの高崎商に対し、東住吉工は＃７森川が高崎商＃８塩山を徹底マーク。一
進一退の攻防を繰り広げるが、中盤を過ぎたあたりから、高崎商のスピードが東住吉工を上回り
始める。高崎商＃１４、＃１５篠原兄弟のリング下でのがんばりもあり点差を序々に広げていく。
東住吉工は１－２－２ゾーンで対抗するが高崎商の勢いは止まらず５２対４３高崎商リードで終
了。
　第３Ｐ、東住友工は＃５宮崎がリング下で孤軍奮闘。フリースロー６本すべて決めるなどの活躍
をみせるが、コートを縦横無尽に走る高崎商は点差をさらに広げていく。
　第４Ｐ、逆転を狙う東住友工は闘志を前面に出し、必死の追い上げを試みたが、高崎商のス
ピードは最後まで衰えることなく９９対７６で高崎商が快勝した。篠原　　徹
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岡田　伸二

品川　典明
阿部　智亮
飯尾　彰悟

県立高崎商業

２分毎による得点の推移
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